
近
代
以
降
、
滋
賀
県
に
は
多
く
の
皇
室
の
方
々
が
御

訪
問
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
五
月
一
日
、
新
た
に

即
位
さ
れ
た
天
皇
陛
下
も
、
昨
年
五
月
を
は
じ
め
、
皇

太
子
時
代
に
度
々
御
来
県
さ
れ
、
県
民
と
の
親
睦
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
県
に
は
、
行
幸
を
は
じ
め
献
上
品
や
陵
墓

に
関
す
る
も
の
な
ど
、
皇
室
と
関
わ
り
の
深
い
歴
史
的

文
書
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
皇
室
の

方
々
が
食
さ
れ
た
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い

た
献
立
表
や
、
昭
和
二
十
六
年
に
戦
後
初
め
て
昭
和
天

皇
が
県
内
を
巡
幸
さ
れ
た
際
の
写
真
な
ど
も
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
今
回
の
展
示
で
は
「
皇
室
と
滋
賀
県
」
と

題
し
て
、
近
代
以
降
の
行
幸
を
中
心
に
本
県
と
皇
室
と

の
関
わ
り
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
の
あ
る
公
文
書
で
す
が
、
身
近
で
親
し
み
や
す

い
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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【展示概要】

【
展
示
概
要
】

期
間

令
和
元
年
五
月
七
日
（
火
）
～
七
月
二
十
五
日
（
木
）

日
時

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
場

県
政
史
料
室
（
滋
賀
県
庁
新
館
三
階

県
民
情
報
室
内
）

内
容

滋
賀
県
歴
史
的
文
書
等
二
十
四
点
（
複
製
含
む
）

他
パ
ネ
ル
あ
り

【
関
連
講
座
】

※
要
予
約

題
目
「
滋
賀
県
行
幸
啓
史
」

日
時

令
和
元
年
六
月
十
九
日
（
水
）
午
後
二
時
～
三
時

会
場

県
庁
北
新
館
五
階
５
―
Ｆ
会
議
室

講
師

当
室
嘱
託
員

岡
本
和
己
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大
礼
と
滋
賀
県

天
皇
の
践
祚
（
天
皇
の
位
に
つ
く
こ
と
）
か
ら
、
即
位
の

礼
（
一
般
に
即
位
を
公
示
す
る
儀
式
）、
及
び
そ
の
後
に
行
わ

れ
る
大
嘗
祭
（
即
位
後
初
め
て
行
う
新
嘗
祭
）
を
ま
と
め
て

大
礼
と
い
い
ま
す
。

明
治
天
皇
の
大
礼
で
は
、
古
来
の
様
式
が
踏
襲
さ
れ
つ
つ

も
、
唐
風
の
も
の
が
排
除
さ
れ
る
な
ど
新
し
い
要
素
も
加
え

ら
れ
ま
し
た
（
史
料
①
）。

大
正
天
皇
の
大
礼
で
は
、
国
民
へ
の
周
知
が
徹
底
的
に
図

ら
れ
、
京
都
で
の
即
位
の
礼
と
同
時
に
、
全
国
の
学
校
で
大

礼
奉
祝
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
紫
宸
殿
で
内
閣

総
理
大
臣
が
万
歳
を
唱
え
る
時
刻
に
あ
わ
せ
て
、
全
国
で
一

斉
に
万
歳
奉
唱
が
行
な
わ
れ
た
の
で
す
（
史
料
②
）。

こ
の
よ
う
な
国
家
を
上
げ
た
儀
式
の
一
方
で
、
民
間
で
も

大
礼
を
記
念
し
て
仮
装
行
列
な
ど
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
、

「
未
曾
有
ノ
盛
況
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
（
史
料
③
）。

大
嘗
祭
に
供
え
る
米
を
作
る
田
を
悠
紀
・
主
基
斎
田
と
い

い
ま
す
。
こ
れ
は
亀
ト
よ
り
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
九
世

紀
頃
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
悠
紀
斎
田
は
近
江
国
に
固

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
慣
習
も
明
治
以
降
な
く
な
り
ま

す
が
、
昭
和
三
年
の
悠
紀
斎
田
に
野
洲
郡
三
上
村
の
粂
川
春

治
の
田
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
史
料
④
は
、
そ
の
時
の
県
内
候

補
地
調
書
で
、
気
象
、
水
利
関
係
、
伝
染
病
等
の
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
物
調
査
も
念
入
り
に
な
さ
れ
、
家

族
や
友
人
、
隣
人
だ
け
で
な
く
、
銀
行
や
自
転
車
屋
に
ま
で

聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②「万歳奉唱の時刻通牒」大正4年11月3日

【大か19（12）】
④「悠紀斎田候補地調書（野洲郡三上村）」

昭和3年【昭た452（12）】

①「御大礼について」慶応4年8月【明あ2（106）】
③「各地方国民大礼奉祝の景況（野洲郡）」
大正5年9月6日【大か21合本3（5-3）】
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滋
賀
県
へ
の
行
幸
・
行
啓

明
治
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
、
滋
賀
県
に
は
皇
室
の
行
幸
、

行
啓
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
（
八
頁
の
年
表
参
照
）。

明
治
天
皇
が
地
方
視
察
を
目
的
に
は
じ
め
て
本
県
を
訪
れ

た
の
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
の
北
陸
巡
幸
の
際
で

し
た
。
そ
の
時
の
日
誌
が
史
料
⑤
で
、
行
幸
の
様
子
が
詳
細

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
明
治
二
十
三
年
に
も
、
新
築
さ

れ
た
県
庁
と
、
琵
琶
湖
疏
水
の
視
察
の
た
め
来
県
し
、
県
庁

舎
で
昼
食
を
と
っ
て
い
ま
す
。

大
正
天
皇
の
来
県
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
正
六
年
に
彦
根
で

行
わ
れ
た
陸
軍
大
演
習
を
は
じ
め
と
す
る
軍
事
目
的
で
、
視

察
を
主
目
的
と
し
た
来
県
は
、
明
治
四
十
三
年
（
東
宮
時
代
）

の
巡
啓
だ
け
で
し
た
。
こ
の
巡
啓
を
記
念
し
て
、
写
真
帳
や

絵
は
が
き
、
記
念
ス
タ
ン
プ
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
（
史
料
⑥
）。

史
料
⑦
は
、
昭
和
天
皇
が
大
正
七
年
に
皇
太
子
と
し
て
来

県
し
た
際
に
、
滋
賀
県
が
作
成
し
た
日
記
で
す
。
昭
和
天
皇

は
、
終
戦
後
の
昭
和
二
十
六
年
、
三
十
三
年
ぶ
り
に
再
び
滋

賀
を
訪
れ
、
二
日
間
で
琵
琶
湖
を
一
周
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
多
く
の
皇
族
が
滋
賀
県
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

本
県
に
よ
く
訪
れ
た
皇
族
の
ひ
と
り
が
高
松
宮
親
王
で
す
。

昭
和
天
皇
の
弟
で
あ
る
高
松
宮
は
、
昭
和
十
三
年
に
近
江
神

宮
奉
賛
会
の
総
裁
に
就
任
し
て
以
降
、
毎
年
の
よ
う
に
来
県

し
て
い
ま
す
（
史
料
⑧
）。
近
江
神
宮
や
社
寺
の
参
拝
、
近
江

兄
弟
社
や
レ
ー
ヨ
ン
工
場
な
ど
の
社
会
事
業
・
産
業
施
設
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
津
で
行
わ
れ
て
い
た
高
松

宮
杯
競
輪
に
も
毎
年
来
場
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

⑤「御巡幸日誌」明治11年【明か3合本2】

⑧「高松宮殿下本県御成箇所」昭和22年【昭か28（19）】

⑦「鶴駕奉迎記」大正7年頃【明か10（1）】

⑥「東宮行啓記念写真帖・ハガキ図案」
明治43年9月【明か13（20）】
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行
幸
・
行
啓
手
段
の
変
化

鉄
道
が
な
い
時
代
、
天
皇
の
行
幸
は
馬
車
が
主
体
で
し
た
。

史
料
⑨
は
、
明
治
十
一
年
の
明
治
天
皇
行
幸
時
の
県
内
の
行

程
を
記
し
た
絵
図
で
す
。
こ
の
行
幸
で
は
、
東
京-

京
都
間
を

馬
車
で
約
二
十
日
か
け
て
移
動
し
ま
し
た
。
絵
図
に
よ
る
と
、

天
皇
は
石
川
県
か
ら
、
当
時
は
滋
賀
県
の
管
轄
で
あ
っ
た
敦

賀
郡
（
現
・
福
井
県
）
へ
入
っ
て
い
ま
す
。

明
治
二
十
年
の
明
治
天
皇
還
幸
の
際
に
は
、
主
な
交
通
手

段
と
し
て
鉄
道
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
鉄
道
が
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
大
津-

長
浜
間
で
は
、
湖

上
汽
船
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
史
料
⑩
は
、
そ
の
と
き
乗
船

し
た
第
二
大
湖
丸
の
図
面
で
す
。
乗
船
時
間
は
お
よ
そ
三
時

間
三
十
分
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
二
十
二
年
に
東
海
道
線
（
新
橋-

神
戸
間
）
が
全
通
し

た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
に
天
皇
は
東
海
道
の
全
行
程
を
鉄
道

で
往
復
し
ま
し
た
。
片
道
通
算
十
五
時
間
四
十
七
分
と
、
そ

の
移
動
時
間
は
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
イ
ヤ
グ

ラ
ム
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
、
途
中
駅
の
停
車
、
通
過
時
刻

ま
で
も
が
事
前
に
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

史
料
⑪
は
、
明
治
三
十
六
年
の
兵
庫
県
へ
の
行
幸
時
の
時

刻
表
で
す
。
事
前
に
通
知
さ
れ
た
通
過
時
刻
に
あ
わ
せ
て
、

沿
道
や
ホ
ー
ム
で
奉
迎
を
行
い
ま
し
た
。

大
正
七
年
頃
か
ら
は
、
行
幸
先
で
の
短
距
離
移
動
手
段
も
、

馬
車
や
人
力
車
か
ら
自
動
車
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

史
料
⑫
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
昭
和
天
皇
が
県
内
を
視
察
す

る
際
に
利
用
し
た
御
料
車
で
す
。

⑨「滋賀県下輦道略記」明治11頃【明か22合本3（5）】

⑩「第二太湖丸平面図」明治19年11月5日【明か6（2）】

⑪「県内御通輦時刻」明治36年11月9日
【明か9合本1（26）】

⑫「昭和天皇乗車の御料車」昭和26年【滋賀県所蔵】
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皇
室
の
お
食
事

明
治
二
十
三
年
、
明
治
天
皇
は
新
築
の
滋
賀
県
庁
舎
と
琵

琶
湖
疏
水
の
見
学
の
た
め
に
滋
賀
県
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の

際
に
県
庁
で
食
し
た
琵
琶
湖
固
有
種
の
ヒ
ガ
イ
を
、
明
治
天

皇
は
大
層
気
に
い
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
も
度
々
ヒ
ガ
イ
を

取
り
寄
せ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
出
来
事
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
漢
字
の
な
か
っ
た
ヒ
ガ
イ
に
「
鰉
」
と
い
う
字
が
あ
て
ら

れ
ま
し
た
。
明
治
天
皇
に
随
行
し
て
い
た
親
王
、
大
臣
ら
が

食
し
た
献
立
表
（
＝
史
料
⑬
）
に
は
、
ヒ
ガ
イ
が
漢
字
で
は

な
く
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

大
正
六
年
の
陸
軍
大
演
習
で
は
、
天
皇
だ
け
で
な
く
多
く

の
軍
事
関
係
者
が
国
内
外
か
ら
滋
賀
県
に
集
ま
っ
た
た
め
、

た
く
さ
ん
の
宿
泊
所
と
食
材
が
必
要
で
し
た
。
滋
賀
県
で
は
、

専
用
の
温
室
や
い
け
す
が
設
け
ら
れ
、
肥
料
や
栽
培
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
（
史
料
⑭
）。

琵
琶
湖
ホ
テ
ル
は
、
昭
和
九
年
の
開
業
以
降
、
度
々
行
幸

や
行
啓
の
宿
泊
施
設
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
向
け

に
設
計
さ
れ
た
同
ホ
テ
ル
で
の
食
事
は
洋
食
が
メ
イ
ン
で
、

高
松
宮
来
県
時
に
は
前
菜
・
ス
ー
プ
・
魚
料
理
・
肉
料
理
・

デ
ザ
ー
ト
と
い
う
コ
ー
ス
料
理
が
出
さ
れ
ま
し
た
（
史
料
⑮
）。

行
幸
・
行
啓
で
は
、
視
察
施
設
で
食
事
を
と
る
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
十
七
年
、
高
松
宮
は
醒
井
養
鱒
場
を

訪
れ
、
鱒
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
料
理
を
食
し
て
い
ま
す
（
史

料
⑯
）。
食
事
も
視
察
の
一
環
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

ま
た
、
戦
後
に
行
わ
れ
た
昭
和
二
十
六
年
の
行
幸
の
際
に

は
、
県
内
で
は
入
手
困
難
で
あ
っ
た
セ
ロ
リ
な
ど
の
野
菜
が

米
軍
大
津
キ
ャ
ン
プ
か
ら
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

⑬「献立表（ヒガイ）」明治23年4月6日【明か4合本2（42）】

⑯「醒井養鱒場夕食献立表」
昭和17年11月18日【昭か26（1）】 ⑭「所要御料品概略」大正6年【大か8合本1（7-94）】

⑮「琵琶湖ホテル献立表」
昭和17年11月17日【昭か25（14）】
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皇
室
と
滋
賀
の
特
産
物

行
幸
や
行
啓
、
皇
室
慶
弔
の
度
に
、
滋
賀
県
で
は
様
々
な

も
の
が
献
上
、
天
覧
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

長
寿
の
果
実
「
郁
子
（
ム
ベ
）」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
蒲
生

郡
島
村
奥
島
特
産
の
果
物
（
ア
ケ
ビ
科
）
で
、
古
来
か
ら
宮

中
に
献
上
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
吉
例
に
な
ら
い
、
昭
和

天
皇
に
も
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
（
史
料
⑰
）。

明
治
天
皇
・
皇
太
后
を
祭
神
と
す
る
明
治
神
宮
の
造
営
時

に
は
、
そ
の
境
内
に
全
国
か
ら
の
献
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
滋
賀
県
か
ら
の
も
の
も
あ
り
、
近
江
八
景
で
有

名
な
「
名
木
唐
崎
松
ノ
種
子
ヨ
リ
発
生
シ
タ
ル
小
松
」
は
、

神
宮
宝
物
殿
前
石
橋
の
右
側
に
植
栽
さ
れ
ま
し
た
（
史
料
⑱
）。

献
上
品
の
中
に
は
伝
統
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
当
時
最

先
端
の
工
場
製
品
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
天
然
繊
維
に

か
わ
る
新
繊
維
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
た
レ
ー
ヨ
ン
で
す
。

「
我
国
化
学
繊
維
工
場
中
最
古
」
と
さ
れ
る
旭
絹
織
株
式
会

社
（
大
正
十
一
年
設
立
）
は
、「
我
国
最
初
ノ
国
産
品
」
と
し

て
「
旭
絹
絲
」
を
献
上
し
て
い
ま
す
。
大
正
期
以
降
、
レ
ー

ヨ
ン
工
場
は
行
幸
・
行
啓
先
と
し
て
も
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
信
楽
焼
の
タ
ヌ
キ
も
、
昭
和
天

皇
と
縁
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
二
十
六
年
行
幸
の
際
、
信
楽
窯

業
試
験
場
の
正
門
際
に
は
日
の
丸
の
旗
を
も
っ
た
信
楽
焼
の

タ
ヌ
キ
が
十
数
個
並
べ
ら
れ
、
天
皇
を
出
迎
え
ま
し
た
。
天

皇
は
そ
れ
を
見
て
、「
を
さ
な
ど
き

あ
つ
め
し
か
ら
に

な
つ

か
し
も

信
楽
焼
の
狸
を
見
れ
ば
」
と
詠
み
ま
し
た
。
こ
の
歌

を
き
っ
か
け
に
信
楽
焼
の
タ
ヌ
キ
は
有
名
に
な
っ
た
の
で
す
。

⑰「むべ伝献願書」昭和2年10月5日
【昭か86（5）】

⑱「（写真）明治神宮に献木された黒松」
大正11年5月【資582】

⑲「献上品の儀に付上申」
大正14年2月14日【大か22（82）】

⑳「（写真）日の丸を持った信楽焼のタヌキ」
昭和26年【滋賀県所蔵】
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皇
室
と
滋
賀
の
文
化
財

滋
賀
県
に
は
皇
室
と
関
係
の
深
い
文
化
財
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。

明
治
三
年
に
追
諡
が
行
わ
れ
、
正
式
な
即
位
が
確
定
し
た

弘
文
天
皇
で
す
が
、
そ
の
陵
墓
の
場
所
は
依
然
不
明
な
ま
ま

で
し
た
。
翌
四
年
、
明
治
政
府
は
未
確
定
陵
墓
の
確
定
作
業

を
行
う
こ
と
と
し
、
弘
文
天
皇
陵
に
つ
い
て
も
候
補
地
の
調

査
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
調
査
段
階
で
最
も
有
力
と
さ
れ
た

の
が
、
皇
子
山
古
墳
で
し
た
（
史
料
㉑
）。
し
か
し
、
当
時
の

籠
手
田
県
令
は
一
貫
し
て
亀
丘
説
を
主
張
し
て
い
ま
し
た

（
史
料
㉒
）。
調
査
の
結
果
、
亀
丘
か
ら
古
鏡
な
ど
が
発
掘
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
亀
丘
に
治
定
さ
れ
ま
す
。

彦
根
城
は
、
明
治
四
年
の
廃
藩
後
、
兵
部
省
の
管
轄
と
な

り
ま
し
た
。
明
治
十
一
年
に
は
陸
軍
省
の
所
管
と
な
り
、
敷

地
内
の
不
要
な
建
造
物
は
次
第
に
撤
去
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
本
丸
・
天
守
な
ど
ま
で
が
入
札
に
か
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
払
下
げ
・
取
り
壊

し
直
前
に
こ
の
話
が
明
治
天
皇
の
耳
に
入
り
、
保
存
が
命
じ

ら
れ
た
の
で
し
た
（
史
料
㉓
）。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
明
治
天
皇
聖
蹟
保
存
運

動
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
明
治
天
皇
聖
蹟
と
は
、
明
治
天
皇

が
訪
れ
た
場
所
や
建
物
な
ど
を
指
し
ま
す
。
京
都
と
東
京
の

往
来
で
よ
く
通
輦
さ
れ
た
滋
賀
県
に
は
、
聖
蹟
が
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
明
治
二
十
三
年
の
来
庁
時
に

使
用
し
た
旧
庁
舎
正
庁
（
現
庁
舎
記
念
室
と
し
て
移
築
保
存
）

で
、
そ
れ
を
示
す
石
碑
（
史
料
㉔
）
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

㉓ ｢旧彦根城郭保存の件｣
明治11年10月15日【明あ112（49）】

㉑ ｢皇子山略図｣ 明治9年6月20日【明せ99（79）】

㉒ ｢弘文天皇陵の論｣明治9年8月19日【明せ99（83）】㉔ ｢県庁内聖蹟標識図面｣昭和14年6月23日
【昭の5（62）】
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【滋賀県への主な行幸・行啓年表】

西暦 元号 期間（月/日） 天皇名等 目的

1868 明治1
9/20～9/23 明治天皇 東幸

12/20～12/22 明治天皇 還幸

1869 明治2 3/7～3/9 明治天皇 東幸

1878 明治11 10/9～10/22 明治天皇 北陸巡幸

1880 明治13 7/12～7/14 明治天皇 山科、三重、京都巡幸

1887 明治20 2/20 明治天皇 還幸

1890 明治23 4/9 明治天皇 新築の滋賀県庁舎と琵琶湖疎水工事の見学

1910 明治43
4/14 嘉仁親王 江濃地方における陸軍参謀演習

10/6～10/11 嘉仁親王 県下巡啓

1912 明治45 4/22～4/24 嘉仁親王 陸軍参謀演習

1917 大正6 11/13～11/18 大正天皇 陸軍特別大演習

1918 大正7 4/4 裕仁親王 京都行啓

1951 昭和26 11/15～11/16 昭和天皇 湖国巡幸

1959 昭和34 8/8～8/10 明仁親王 日本ジャンボリー（第2回）饗庭野・今津町

1968 昭和43 10/13～10/14 明仁親王 明治百年記念あゆ放魚祭、第２びわこ学園等視察

1974 昭和49 9/27～9/29 明仁親王 希望が丘文化公園完成記念祭典

1975 昭和50 5/24～5/28 昭和天皇 全国植樹祭

1979 昭和54 8/1～8/2 明仁親王 全国高等学校総合体育大会総合開会式、地方事情視察

1981 昭和56

10/12～10/15 昭和天皇 第36回国民体育大会秋季大会

9/12～9/15 明仁親王 第36回国民体育大会夏季大会

10/23～10/25 明仁親王 第17回全国身体障害者スポーツ大会

1984 昭和59 8/27～8/28 明仁親王 世界湖沼環境会議開会式

1993 平成5 8/23～8/25 徳仁親王 第5回全国農業青年交換大会

1994 平成6 10/26～10/28 明仁天皇 地方事情視察

1995 平成7 9/30～10/2 徳仁親王 第19回全国育樹祭

2007 平成19 11/10～11/13 明仁天皇 第27回全国豊かな海づくり大会、地方事情視察

2012 平成24 7/23～7/24 徳仁親王 第48回献血運動推進全国大会
2018 平成30 5/25～5/26 徳仁親王 第29回全国「みどりの愛護」のつどい

※睦仁親王は明治天皇、嘉仁親王は大正天皇、裕仁親王は昭和天皇、明仁親王は上皇、徳仁親王は今上天皇の各東宮・皇太

子時代
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